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ヒト唾液腺由来細胞へのH202誘導による酸化ストレスに対する
アスタキサンチンの抗酸化・抗炎症作用
矢島麻衣子
論文内容の要旨
近年、加齢に伴う唾液分泌機能低下にreactiveoxygenspecies(ROS)の関与が報告されている。一方、
生体内のROSへの防御は抗酸化システムに加えて、抗酸化物質の作用が注目されている。Astaxanthin
(AX)は種々の生物に広く分布している天然カロテノイドの一種で、強力な抗酸化・抗炎症作用を有
する。本研究では、H202で誘導したヒト唾液腺由来細胞の酸化ストレス障害に対して、AXの予防的
投与による影響を細胞数、8-hydrox-2'deoxyguanosie(8-OHdG)、interlukin-6(IL)、IL-8産生量およ
びアポトーシスの検出について腕vitroで検討し、以下の結果を得た。
1．酸化ストレスを誘導したH202群に比べ、AXを予防的に投与したAXH202群の細胞数は、AX投
与後24,48時間で有意に高値を示した。
2．AXH202群の8-OHdG量は、H202群に比べ、6～48時間で有意に低値を示した。
3.AXH2O2群のIL-6産生量は、H202群に比べ、48時間で有意に低値を示した。
4.AXH2O2群のIL-8産生量は、H202群に比べ、6～48時間で有意に低値を示した。
5.AXH2O2群のアポトー シスは、H202群に比べ、24，48時間で有意に低値を示した。
論文審査の要旨
本研究は、ヒト唾液腺由来細胞へのH202による酸化ストレス障害に対するAXの予防的効果を伽
vitroで検討したものである。その結果は、抗酸化と抗炎症作用を有するAXの予防的投与が、有効であ
ることを示唆している。以上は歯学に寄与するところが多く、博士（歯学）の学位に値するものと審
査する。
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最終試験の結果の要旨
矢島麻衣子に対する最終試験は、主査筒井健夫教授、副査菊谷武教授、副査菊池憲一郎教授に
よって、主論文を中心とする諸事項について口頭試問が行われ、優秀な成績で合格した。
